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4　ま　　と　　め

スイカの省力安定生産を厄かるには．多整枝栽培を

行なうことで解決できるが，そのためには初期の生育

を旺盛にする必要があり，この点で180の花幅ポリフィ

ルムによる密閉方式のトソネル被覆がよい。またトン

ネル管理は，①　定鳩当初は密閉高温にし，生育を促

すとともに低節位の雌花分化を抑える。②　雌花分化

を促すために換気を始めトンネル内の温度を下げる。

③　軟弱徒長を防いで，茎葉の充実した生育をはかり

株の生産能力を高めるため換気量を増す。④トンネ

ル除去時の見痛みを防ぐため換気量を増し外気に慣ら

す。以上4つの要点により．4月下旬定植の場合，5

月中旬にトソネル1mにつき直径15mの穴を1個あけ，

その後5日間隔で4，8．18とする方法がよい。

露地野菜の機械化栽培体系確立に関する研究

第1報　短根ニンジンについて

高橋慶一＊・青田功三＊・阿部　厨・藤沢　修＊

1　ま　え　が　き

岩手県北畑作農家の経済的水準の向上と野菜の主産

地形成を目標に，高冷地野菜機械化栽培組立実証試験

を昭和48年から50年までの5カ年間実施した結果，一

部の作業に問題が残されたが．ほぼ実用化の見通しが

得られた。そこで組立実証試験の概要と，栽培4カ年

の試験で得られた，短板エソジンの標準的機械化栽培

体系の中で作業機利用上特に問題となった個別作業を

主体に報告する。

第1表　輪　　　作

2　試　験　方　法

1．実用化技術組立実証試験の概要

1）試験期間　　昭和4°年～50年

ただし昭和亜年度は．圃場基盤整備，附属合の建設．

備品購入（農機具）などの準備期間にあて，栽培実証

は昭和47年、50年までの4カ年である。

2）試験面積　　実両横4ha．延面積5ha。

この試験の実面積は4baであるがレタスなどの二期

作を含めると延5haの面横になる。

　 場番号

年 度 横

1 2 5 4

5 0 8 5 0 8 5 0 8 5 0 8 5 D a 5 0 a． 5 0 8 5 0 a

第 1 年 度

（昭 4°）
圃　 場 基 盤　 整 備 （区画整理 ，農道取付 ，暗渠排水 ，満水施設 ）

第 2 年 度 スイー ト スイー ト 短　　 根 エ ソジ∵／
レ　 タ　 ス レ　 タ　 ス ハ クサ イ

ア スパラ

（昭 47 ） コ　 －　 ：／ コ　　－　 ソ ニ　ンジン （ダイコン） ガ　　　 ス

第 5 年 度
レ　ク　 ネ レ　タ　 ス

ス イー ト スイ ー ト 短　　 根 短　　 根 レ　 タ　 ス ア ス′くラ
（昭 亜 ） ：コ　－　 ：／ コ　－　 ：／ エ ソジン ニ ンジ ン （ハクサイ） ガ　　　 ス

第 4 年 度 短　　 板 短　　 板
レ　タ　 ス

レ タ ス
′、クサイ
（ダイコ∵／）

レ　 タ　ス
ス イー ト スイー ト アスパ ラ

（昭 49 ） こ こ／ジ∵／ ニ ；／ジソ コ　 －　 ：／ コ　－　 ソ ガ　　　 ス

第 5 年 度 スイー ト レ　タ　 ス 垣　　 根 短　　 板 ス イー ト
レ　 タ　 ス

レ　 タ　 ス アスパ ラ
（昭 50 ） コ　 －　 ソ キ ャベ ツ ニ ンジソ ニンジ ン コ　－　 ：／ ハ クサイ ガ　　　 ス

（）内は栽培作物の発芽不良，腐敗による代作作物

＊Koii血l TAEAHASHI．Kozo Yo乱工DA．Taka8hi Az｝E．0綿mu，Fuz工SA恥

（岩手県園芸試験場高冷地分場）
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第2表　作物別品種と作型（昭和50年）

　 項 目

作 物

面 栢

（a ）
播 種 期 定 植 期 収　　 桂　　 期 品　　　　　　 種 摘　　　　　 要

スイー ト　コーン
50 5 月 中 旬 8 月 下 一一 9 月 上旬 ハ ニ ーバ ン タム早 生

5 0 5 月 下 旬 9 月 上 ～ 中　 旬 ハ ニーバ ンタ ム中 生

短 板 ニ ン ジ ン
5 0 4 月 中 旬 8 月 上 、 9 月 下旬 U S 春 蒔 5 寸

5 0 4 月 下 旬 9 月 下 ～ 10月 中 旬 〝

レ　　 タ　　　 ス

2 0 5 月 下 旬 4 月 下旬 ‘月 上 、 中　 旬 み か ど グレー寸 52 04 透 明 ポ リマ ルチ

2 D 4 月 中 旬 7 月 上 、 下　 旬 〝 魚 ポ リマル チ

5 0 4 月 下 旬 7 月 中 一 下　 旬 〝 直　 播

50 5 月 上 旬 8 月 上 、 中　 旬 〝 〝

5 0 5 月 中 旬 7 月 下 ～ 8 月 上 旬 〝 〝

2 8 5 月 下 旬 8 月 上 ～ 中　 旬 グ レイ トレイクス 5 86 〝

2 0 7 月 上 旬 8 月 上 旬 9 月 中 一 下　 旬 み か ど グレー ト5 2 04 巣 ポ リマ ル チ

5 0 7 月 中 旬 8 月 中旬 9 月 下 ～ 10月 上 旬 〝 〝

ア ス パ ラ ガス 5 0 昭 4 7 年 5 月ポリマルチ直播 5 月 上 ～ 7 月 上旬 カ リフ ォル ニア 5 0 0

ハ　 ク　 サ　 イ 5 0 8 月 上 旬 10 月 中 ～ 下　 旬 松　 島　 交 配　 仲　 秋

キ　 ャ　 ベ　 ツ 2 0 5 月 下 旬 7 月 上 旬 9　 月　 中　 旬 松 島 交配 デ リシ ャス

第5表　利用作業機の主な諸元

攣 日
作　 業　 機 規　　　　 格

利 用

作 物

確執
作　 業　 機 規　　　　 格

利 用

作 物

ト　　 ラ　 ク　　 タ 45．5　P S 全 作 物

管　 理

アスパラガス培土機

スワーススプレーヤー

ブームスプレーヤー

二 輪排 土 ロータリー一式

到 達 距 離 1 2m 40 0 ヱ

散 布 幅 4．8竹乙

ア

全 作 物

〝

耕 転

プ　　　 ラ　　　 ウ 14 ×2　樹 脂板 付 全 作 物

ロ　　 ー　 ク　 リ 耕 幅 1°0 7花 〝 ステア リッジホー 4 畦 用 〝

整　 地 リ　 グ　 ジ　 ャ　 ー 5 吐 用 ス ・ダ ロー タリーカルチ 4 畦 用 〝

マ　 ル　 チ　 ャ　 ー 掛 幅 95 ～ 18 0の花 ア　 ●　レ 小 型 防 除 機

小 型 p 一 夕 リー

背 負型 兼 用 機

作 業 幅 0．5 ～ 0．77花

ア

ニ ●レ

施 肥

播 種

・ロ　　 ー　　 ダ　 ー マ ニア フ ォー ク付 全 作 物

マニアスプレプダー 2．2 7才横 〝 ウ　 ィ　 ー　 ダ　 ー 作 業幅 2 †花 こ．レ．ス・′ヽ

ラ　イ　ム　ツ　ワ　ー 散 布 幅 2．2 竹l 〝 レ　 イ　 ン　 ガ　 ン 散 水 半 径 20 竹l 二・ス・ア

ブロー ドキャスター

人 力 播 種 磯

積 載 容量 500 ヱ

1 条 用 （多 木 式 ）

〝

ニ●レ■′ヽ

ス プ リ　ソ ク ラー 散 水 半 径 14 竹！ ニ・レ・′ヽ

収 穫

跡 地

整 理

ピー トリ7 ク ー 5 畦 用

テ ー プ シーーダー 2 魚 用 （動 力 ） 〝 ロータリーカ ッター 作 業 幅 1．5 7托 ニ・レ・ス・′ヽ

シ ー ダ ー マ シン S M A －S A 〝 ト　 レ　 ー　 ラ　 ー 蹟 載 重 量 2 t 全 作物

ユニットプランター 2 粂用 （7 7 －ガソン） ス ニ ンジ ン洗 浄 機 丸 本式 －
施 肥 播 種 機 4 粂用 （川 崎式 ） レ ダ イ コ ソ洗 浄 機 九 本式 ダ

スべ一一シンクドリル

トランスプランター

4 粂 用 （スタソへイ）

1 粂用給 水 付

　r ホー ランド）
キ

小 型 ト　ラ ， ク 2 t 平 床 全 作物

その他
土 壌 消 毒 機

ポ テ トデ ィガ ー

作 業 幅 2．1 7花

除 石 に利 用

全 作物

〝
管 理 アスパラガス培土機 二 軸 培土 ロータリー式 ア

注．利用作物の記号　ス＝スイートコーン．ダ＝ダイコン，ア＝アスパラガス，レ＝レタス

ニ＝ニンジン，ハ＝ハクサイ，キ＝キャベツ
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5）労働力　　基準労働力　2．75人

基幹労働力は．夫婦と息子の5人を想定し，基準労

働能力を男子1日8時間，女子1日d時間，1カ月の

稼働日数を25日としたが，栽培期間中加工アスパラガ

スの収穫が始まる5月からレタスの収穫が終る9月ま

での繁忙期は，1人1日5時間，1カ月25日の超過労

働時間を見込み，不足分は臨時雇用を入れた。

4）供託機械（第5表）

5）輪作と作型

基幹作物はレタス，短板ニソジン．スイートコーン，

加工アスパラガスの4作物であるが．年によって短根

ニンジンの発芽不良，あるいは，収穫期の高温，集中

華南によるレタスの全面腐敗でダイコンあるいはハク

サイの代作があり‘作物を中心に栽培した（第1，2

表）。なお当地域が昭和50年に夏秋どりキャベツの指

定産地になったこともあり58年度に栽培を行った。

5　試　験　結　果

短板エソジソ機械化栽培体系の問題点

1　春作業の省力化

作物の播種期が5月中旬以降では，土壌の乾燥期に

あたり，播種直後の除草剤利用による雑草の押草効果

が低く，作物の生育が2～5葉に至るころには雑草に

埋れた状態で，その後の除草剤利用あるいは機械除草

が困難になる。このような生育環境を改善するため，

播種期を4月中下旬に進めると，取の肥大が適温の時

期にあたり，しかも土壌水分が多い早春では除草剤の

散布効果が高く，雑草対策が容易である。したがって

播種時期の4月中下旬以前に終るように，融雪後の圃

場排水と乾腺状態を勘案し辛い時期に播種準備を完了

する必要がある。播種前の畑作り作業を早める方法は，

石灰．堆肥の散布とプラウ耕を前年秋に実施すること

で，この作業方法では，播穫前作業の‘5多近い作業量

が前年秋に終えることができて春先の作業期間に余裕

ができるので，同じ時期に集中するレタスの播種準備

作業にも充分余裕がみられる。

2　播種方法と発芽

試験開始の昭和47年から49年まで間引作業の省力化

を目標にシードテープを利用したが，常に発芽不良の

問題があった。47年は土躾の乾燥で全面不発芽になり

1粂用播種機（入力用）で再播し．次の作型でも発芽

が悪くダイコソを代作したし翌4R年は干ぱっの年で，

播種前から清水を実施し，発芽条件を充分整えて播種

したが発芽が極めて悪く．7魚用シードドリルを利用

し再播種した。2年連続した発芽不良の原因を室内で

調査した結果．種子に付着している糸状菌が原因で「カ

ビ」が発生し，発芽しても立枯症状を呈し枯死するこ

とが判明した。特にシードテープに封入した種子ほど

カどの発生が多い。この防除法は，キャブタン剤また

はペソレートTの粉衣処理が効果が高いことが認めら

れたので，49年はオーソサイドを種子重量の0．5多粉

衣処理して，・シードテープを利用して播種した。発芽

率は手塔と同程度であるが，発芽日数と発芽勢が劣る

傾向があり，50年にはスタンへイのシードスべ－シソ

グドリルを利用して播種した。作業結果は計画＝こ近い

播種程度で発芽率．発芽後の生育も良好であった。ま

た播種作業の所要時間をシードテープと比較するとテ

ープ作製時間を含めれば約半分の時間で終り，間引作

業も70肇前後の時間で終っている。

5　間引労力にともなう播種期の調節

1ha当り間引作業に要する日数は5人で7日程度で

あるが，この時期はポリマルチ移植レタスの収棲期に

あたるのでレタスの収穫が優先され，間引作業が遅れ

るかまたは長期化する傾向になりやすい。特に後期に

間引かれる株は生育競合と珠間の雑草で徒長軟弱の状

態で生育する。したがって他作物の各作業を考慮した

適正な労働配分を前提に，適期間引作業が実施できる

ような適正な作型分化を検討する必要がある。

4　瞳間砕土と培土

管理作業などで畦間走行の回数が多い機枕化栽培で

は，トラ’ククー車輪の踏圧による土壌の固結がはなは

だしく，培土作業が困難で作業結果も，土塊が大きく

作業精度は極めて不良になる。1瞳5粂柏様式におけ

る収穫時の青首発生割合は，中心瞳が12肇に対し両端

畦が54帝で車輪踏圧による培土不良が両端畦の青首を

多くする。したがって培土作業の前に車輪踏圧の畦間

を砕土する必要がある。・

5　収橙洗浄調製作業の省力化

短板エソジソの1ba当り総労働時間は収量20七の場

合1291．5時間（1°1人）であるが，この中では収穫か

ら出荷に関する作業が最も多く，102エ‘時間（128人）

で総労働時間の約80珍を占める（第4表）。この作業

は間引作業と共に機械化率が低く，手作業主体の作業

内容であり，収穫作業全体の流れの中で省力的な作業

方法を検討する必要を認めるが，現行の手作業主体の

作業方法の改善では飛躍的な省力効果は期待できない。

したがって，省力化を進めるためには，集団産地が前

提となるが．洗浄選別包装の共同処理施設を整葡すれ
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ば，個々の生産農家は堀取出荷だけで洗浄選別包装作　能であり，この時期は他の作物の収穫が集中するので一

業の518時間（40喀）が省略できるので，現行の総労　労働力に余裕を持つことが特に重要である○

働時間の約60肇の775．5時間（97人）一程度に省力が可

第4表　短板ニソジソ標準機械化栽培体系
（4月中下旬播種　1ha当り）　収量2Dt／ha

作業名

項 目

1）土壌

消毒

2）施肥

5）耕起

1）施肥

2）整地

5）播種

除草剤

散 布

中 耕

除 草

1）間 引

2）追 肥

薬 剤

散 布

1）瞳間

砕土

2）培土

収　 穫

洗 浄 l

調 整

出 荷

跡 地

亜 理

計

作 業 内 容

1）薬液 1）化学肥 1）播 種 暁闇 1）1本立

2）全 面

1）害 虫 1）車輪 1）掘上げ 1）洗浄 1）残 搾

注入 科散布 後散布 5 回 防除 跡砕 2）抜取 り 2）選別 粉砕

2）石灰堆 2）ロータリ2）生育 2）～4） 土 5）トッピソ 5）箱詰 2）プラウ

肥散布

5）プラウ耕

づ井

5）瞳巾50

株間 10

期散布 施肥 病害虫

防除

2）軽培

土

グ

4）袋詰

5）運搬

4）包装

5）出荷

耕

作

業

技

術

作 業

時 期

1）1D月 1）2 ）5）

4 月中旬

1）4 月 1）5 月 1）6 月 1）5月中旬 1）2） 8月中～ 8月中～ 8月下旬

上旬

；い 誓言

2）重量 ；彊 葺 中旬

2）8 月

下旬

2）6 月‾下旬

5）7月中旬

4 ）7 月下旬

7月中旬 下旬 下旬

作業機

トラクタ トラクタ トラクタ トラクタ トラクタ トラクタ トラクタ トラクタ 1）洗浄 トラクタ

1）線虫防 1）ブロード 1）2） 1）2）5）2）ブロー 1）2） 1）ロータ 1）ビート 機 1）ロータ

除検 キャスター7’－ムス ステアリッ ドキャス ブームスプ リーカル リ7 ター 5）トラッ リーカッ

2）ライムソ

ワー

2）ローダー

2）マニアス

プレッタL

S）プラウ

2）ロータ

リー

5）スべ一

日 霊

i

プレーヤ ジホー ター レーヤー

5）4 ）

スワースス

プレーヤー

チ

2）ステア

リッジホ

5）トレー

ラー

ク クー

2）プラウ

人　 員

1）2）5） 1）2）5） 1）2） 1）2）5）1）2） 1）2 ） 1）1 1）2）5） 1）5

11 1 1 2 1 1

5）4 ）

5

2）2 4） 1

5）5

2）5）4）

5）1

機 械

利 用

時 間

1）2．0 1）2．6 1）2．5 1）5．1

2）0．7

1）2．5 1）5．0 1）5．8 1）50．0 1）1．8

155．6

2）1．9

2）‘．5

2）6．5

5）5．5

2）4．9

5）4．5

2）2．5

2）2．5

2）5．1

5）5．1

2 ）2．5

5）2．1

4）2．1

2）4．8 5）占．0 5）20．0 2）5．9

延労働

時 間

1）2）5）

22．2

1）2）5）

11．8

1）2）

7 5

1）2）5）

18．8

1）

165．2

2） 0．7

…巨 月

針 2・6

1）5．0

2）9 6

1 5．6
2 202．0
5 180．0
4 8°．0
5 18．0

1 90．0
2 11°．0
5 258．0
4 58．D
5 20．0

1）2）

5．5
1291 5

燃　 料　 等
軽油 油 軽油 軽油 軽油 軽油6．1ヱ睦 油 軽油 軽油 軽油 軽油150．8g

1）21．0ヱ 1）2） 1）2） 混合 12．8 ヱ 8．7 ヱ 1．2 ∠ 20．1ヱ ロカリリソ
消　 費　 畳 2）21．9 25．8ヱ R 5ヱ 5．7ヱ 2）1．8 ヱ ガソリン 電力 ヱ2ヱ
（ヱ・Ⅳ） 5）15．4 5） 5．0 ヱ2 ヱ 21．6 肝 電力21．引Ⅳ

作業別機械

利 用 時 間
割 合（め

作 業 別
労 働 時 間

割 合 （感）

1）1．5

2）1．4
2）R d

S）5．9

1）0．1

2）0．1

2）1．D

5）0．4

1）1．9

2）5．6

5）5．2

1）0．2

2）0．4

5）0．5

5．5

0．6

占．9

1．4

2）0．5

1）12．8

2） 0．1

‘．8

1．4

1）5．7

2）5．5

1）0．4

2）0．7

1）2．7

5）4．4

57 9

1）22．1

2）14．7

41．7

4．1

0．5

100

100


